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牛 島 小 学 校 

 秋らしくなりました。お米に野菜、果物、魚など 

日本の食卓に欠かせない多くの食べ物が旬を迎える 

季節です。「旬」とは、その食べ物がたくさんとれる 

うえに、一年のうちで最もおいしく、栄養価も高く 

なる時期のことです。 

いろいろな食材が一年中手に入る時代ではあり 

ますが、季節ならではおいしさを味わい、収穫の 

秋を感じましょう。 

 「暑さ寒さも彼岸まで」というように、日に日に暑さがや 

わらぎ、過ごしやすい気候になりました。秋は、お米や大豆、 

里いもなど、昔から日本人の食生活に欠かすことのできない 

作物が収穫を迎える季節です。 

また、漢字で「秋刀魚」と書くサンマをはじめ、サケ、サバ、 

カツオなどの魚は、秋になると脂がのっておいしくなります。 

秋の実りや自然の恵みに感謝し、旬の食べ物をおいしくいた 

だきましょう。 

 10 月 6 日（金）牛島小学校に牛がくる！！ 

「わくわくモーモースクール」実施 

全農埼玉県本部、埼玉県酪農教育ファーム推進委員会主催、埼玉県、

森乳業、JA 南彩共催、関東生乳販連、埼玉県教育委員会保健体育課、 

埼玉県畜産安全課の後援による「わくわくモーモースクール」を実施

することになりました。 
 乳しぼり体験や子牛とのふれあいを通じて、命の尊さを学ぶ。また、 

牛乳や酪農に対する理解を深め、食を支えてくれる人々の心を学ぶ。こと

をねらいとしています。当日、児童は一日様々な体験をいたします。 

保護者の皆様、地域の皆様もぜひご来校いただきたいと思います。 

皆さんは、どんな味が好きですか？ 食べたときに感 

じる味は「甘味・塩味・酸味・苦味・うま味」という５ 

つの基本味に分けられ、料理は、この基本味の組み合わ 

せによって、さまざまな味わいが生み出されています。 

また、おいしさを感じるのは、味だけでなく、料理 

の見た目、かんだときの音やかみごたえ、口に入れた 

ときの温度など、さまざまなことが関係しています。 

食事のときは、それらを意識して、よく味わって食べましょう。  



 

ここ数年で、「SDGs」という言葉をよく目にするようになりました。SDGsとは「持続可

能な開発目標（Sustainable Development Goals）」を略した言葉で、国際連合に加盟す

る193の国々が、2030年までに達成すべき17の目標です。現在、世界では気候変動、飢

餓、紛争、感染症など、さまざまな課題を抱えていますが、これらを解決し、世界中の

すべての人びとが、安心して暮らし続けられる社会を目指すものです。 
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